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　天文學を樂しむ人は，誰でも何等かの望遠鏡を欲しがる．これは最も普通の

ことである．ところが，望遠鏡と同等に，時計といふものが，天文上には，非

常に大切なのだが，相當立派なアマチaア中にも此の黙について，マジメに考

へてるる人が少いのは困ったものである．昨年來，月に依るアルデバランの掩

蔽が度々あるし，：叉，日蝕も近年度々見えた．かうした機會に，本魯の急報を

見て，接鰯痔刻を観測し，わざわざ報告を邊られる人が多いのは結構なことで

あるけれど，しかし，とれ等の報告の殆んど95％までは，時計の取り扱ぴが非

常に不注意で，襯測結果の全く無償値のものが多い．乙れについては，いっ

か，ゆっくりと考へて，詳しい注意を書かうと恩ってみるが，饒りぴどいこと

を書くと，観測者の勇氣を挫けさせて了うかと恐れて，今伺ほ躇躊してみる．

しかし，さうかうするうちにも，掩蔽などはドシドシ起るので，何時までも放

って置けない氣がする．

　“時計”と一口に言ふと，普通の懐中時計や，甚だしいのは，腕雀き時計な

どのことを老へ，天文観測のために，そんなもので宜いと思ってみる人が，ア

マチュアの大部分であらうが，決してkタ々そんな簡軍なものではないのであ

る．中には，スポ1ツに用ひるストプ・ウォチなどを午氣で使ってみる入がある

が，二っての外である．一艦，正式な天：文嘉で，用ぴてるる標準時計とはどん

なものかと言ふと，まつ第一流のものは，リ・1フラやシンクロノームの振子時

計である．ところが，かうした第一流の時計にしても，天文豪の廊下や槻測室

の壁面に懸けて置いては全く駄目なのであって，氣温や氣慶，轟轟の攣化など

のために毎日何秒といお、ほど狂ふことがある．從って，第一流の標準時計をし

て第一・流の能率を護揮させるためには，やはり篁二二塁塞壁童二室に之を設置しな
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ければならぬ．自Pち，恒温，恒屋，恒漁の地下室に入れて，毎日毎夜，入の出

入を禁じ，隣りの室から小望遠鏡で之を讃み取るといふやうな維大の注意を梯

ふことにすれば，百分ノー秒とか，千分の一秒とかの狂ひに止まり，叉，三夜

を通じて一定二恩の歩調を保つのである．

　かうした第一流の天丈標準時計に比べて，第二流の標準時計と言へば，まつ

航海用のクロノメ1タである．このクロノメ1タだつて，其の器械が優秀なだ

けでなく，それが優秀な成績を示すたあには，やはり上に述べたやうな第一流

の設備をした立派な室を作らなければ駄目である．軍艦や商船などで，このク

ロノメ1タの置いてある室や，其の設備は，可な夢大したもので，船長などで

も，こわいもののやうに此の時計を扱ふ．それでも，艦船の上では，理想通り

の恒温，恒魔，恒漁といったやうな室は無いし，叉，船自身が縄えす海上で揺

れるのであるから，いろんな振動が，此のクロノメ1タには影響するわけであ

る．・從って，船中に於けるクロノメータを十分ノー一秒まで正確に保持すること

は不可能である．只，しかし，このクロ・ノメiタでも，陸上に於いて，天文皇

の第一流の時計室に置けば，特に注意深く取り扱ふことによって，百分ノ2～3

秒ぐらゐまで正しV・時刻を保つことは不可能ではない．

　こんな有様であるから，正しい時刻とV・ふものは，優秀な時計と，優秀な時

計室と，二つが揃って，始めて，得られるのである．（優秀な取り扱ひが必要で

あることは，言ふまでもない・）．そこで，自分は（護者をムヤミに嚇かすつも

りではないが）“良い時計を御買ぴなさい”と奨めると同時に，“良い時計室を

御作りなさい”といふことと，特別に注意深く時計を“取り扱ぴなさい”と，

すNめたいのである．

　“良い時計”と言っても限り無いことであるし，皆“第一一流”や“第二流”の

時計を御買ぴなさいと奨めるつもりでもない．しかし，やはり，可なり思ひ切

って出來るだけ良いのを御買ぴなさいと，すXめたい．本當の事を言へば，望

遠鏡と殆んど同じ古格の時計を御買ひなさいと言ひたいのである．千圓の望遠

鏡を有ってみる人は，やはり，時計も千圓ぐらみのを用ぴないと，望遠鏡の能

率を充分に獲記することが出來ないのである．百圓の望遠鏡を有ってみる人は

百圓の時計を御買ぴなさいと言びたい．一…しかし，之れは實二上に少々無理

であるかも知れなV’・　．’ £ﾊの場合を考へて見るとJ今日の我が國のアマチュア

天：文家としては，百圓や三百圓程度の望遠鏡を有ってみる入が大多歎なのであ

って，干圓の望遠鏡を有ってみる人は，日本内地に百人とはあるまV、．省，百

圓にしても，三百圓にしても，五百圓にしても，一千圓にしても，其の人は可

なり思ひ切って財布の底を叩いて望遠鏡を買はれたのであらうから，樹その外

にまだそれと同額の金額を以って時計を買ふといふことは無理であらう，一「、
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撚らば・ウンと御負けをして・まつ望遠鏡の慣格の十分ノ）の償の時計を御買

ぴなさ　ibと言って置かう．千圓の望遠鏡を持ってるる人は百圓の時計を，叉・

五百圓の望遠鏡を有ってみる人は五十圓の時計を，又百圓の望遠鏡を有って

みる人は，十島の時計を御買ぴなさい．これなら，無理であるまV・と思ふ・こ

れが自分の御奨めする最低限度である．この最低限度の時計を買ふ人は，その

代り，時計の取り扱ひ：方に於いて量高限度の注意を携はねばならぬ・例へば・

立派な時計室を作ること，ゼンマイを巻くのに最大級の注意をすること，報時

と比較する技術を最大限度に注意すること等である．

　時計には振子時計とテンプ時計と二三時計との別があるけれど，普通の場合

にはテンプ時計が宜しい．帥ち，懐申時計とか，腕時計です．しかし，腕時計

は一般に小形で，構造にも無理があるし，取り扱ひも困難であるから，懐中時

計の：方が旧い．そして，それも成るべく大形のものが宜い．昔おちいさんたち

が，用ぴられたやうな，大きくて，重くて，ドツシりしたのが良い。そして，

成るべく外法製のもので，スヰスのナルダンとか，ロンジンとか，タゾンヌと

かシiマとか，米國のヲルサムとか，エルジンとか言った有名な會杜の製品が

宜しい．

　さて，かうした時計を“標準時計”として，天’文用に使用すると定めた以上

は，決してムヤミに持ち歩かぬことである．家の中の、日光の當らない，うす

暗い室か，又は誰も入の近：つかない片隅を“時計室”と定めて，その中に，し

・つかりした豪を作り，その壼の上に，一一．i年中，夜も書．も置いて置くのである．

省，その傍には塞暖計や二度計をかけ，叉，ラデオの二二器を置いて，その場

所で毎日の報時を聞くこととする．ゼンマイは毎日一回，一定の時刻に（恐る

盛る）巻くこと．そして，報時と比べて，針が遅れてみても，進んでみても．

決して其の針を動かさないこと．只，小さい帳簿を定めて置いて，毎日その時

計がラヂオの報時より“何分何秒コンマ幾ら，乱れてみる”とか“進んでみる”

とかを記入して置く．fftj，若し此の時計が毎日30秒以上ドシドシ進んで行くと

か煽れて行くとかの場合には，良V・時計屋へやって，その進み遅れを成るべく

少くするやうに直させて置くが宜い．

　昔と違って，近年の時計は，これ位に注意深く取り扱へば，まつ秒の位まで

は信ISし得るものである．最も注意深く，取り扱ぴに慣れれば，施秒位まで信

用し得ると思ふ．かうした標葬時計を，家の中に持ってるて，さて，天磯観測

（掩蔽の如き）をやる場合vaは，槻測場で用ひる湖の時計と止ヒの標準時計とを観

測の前後に比較することにすれば，無難と言ふべきである．

　自分は，天丈槻測の場合の，時計の取り扱ひ方について，かつて輪形測微尺

の説明をした交の中に書いたことがある．それは“天界”の第222號（第19巷）
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の第361丁目らで，昭和14年十月號であった．飴り遠V・以前のことでも無いか

ら，護者の中には，それを所有してゐられる人が多からうと思ふ．是非あの部

分を繰り返して演んで貰ぴない．立派な天文用の標準時計は言ふに及ぱす，あ

りふれた懐中時計を持ってるる人でも，練習次第で，一秒以下の，十分置ー秒

とか，十分ノニ秒とか言ふ精密な讃み取りをすることが出回るやうになるので

あるし，かうした方法に慣れて見ると，流星の観測などにも利用が出門て，便

利なばかりでなく，普通の時計で以って，ストプ・ウォチと同程度の（或は，そ

れ以上の）効果を獲揮することが出來るのである。

　自分は．若い頃．汽車に乗ってみて，その汽車の速度を測定するのに，天文

時計の取’り扱ぴ方法を慮耀し，ぴとり興に入ったことがある。その他，うごく

ものの観察のために，時計の二丁を極度に利用することは，天文學徒の趣味で

もあり，i下しみでもある．

　時計の秒針を正しく護み取るために，常に虫メガネを持ってるることは必要

である．、肉眼だけでは，時計の秒針を正しく見ることは困難で，二二する場合

もあり，：叉，不精密である．せめて，2倍か3倍の虫メガネで此の秒針の動き

を見つN，精神を集中し，聲を翠げて，ジ＝・イチ，ジュ・二，ジ、．・サン…………

等と詰むことを練習して置かねばならない．

　時計を護みつS天膿の観測をするのは（航海用のクロノメ1タや，純率な天

文時計を使用する場合でなければ）二入がかりが宜い．つまり，天文槻弓のた

めには，眼で天竺を見る人と，耳で時計の音（叉は時計係りの呼び聲）を聞か

なければならないのだから．從って，ZF素から天文家は，親友と共働すること

を心掛けて置くべきである．

　前に，自分はストプ・ウォチの使用をけなしたやうなことを書いたが，しかし

あれは，普通の標準時計の代りにストプ・ウ。チを使ふことが不可であると言っ

ただけであって，實はストプ・ウォチは別に叉ストプ・ウォチとして使用する場合

があるのである．現に自分は，田上の観測室で，幾つかのクロノメータの比較

などの場合，叉は，掩蔽の観測の場合などに，ストプ・ウォチを最も有効に使用

してみる．自分が持ってるるのは，十分の一秒まで直接に譲めるドイツ製のス

トプ・ウォチであるが，スポ1ツなどで普通に用ぴられるのは十分の二秒まで直

接に讃めるものが多い．それだって，天文用に役立つ．

　二二，ストプ・ウォチは5分間とか，10分間とか，20分間とか，長時間を測定

するためのものではない．スポ1ツマンなどは，時計の使ひ方を知らない入が

多い爲，すいぶん長い時間をストプ・ウォチで測る人もあるが，天文家はあんな

眞似をしてはならない．ぽんとうを言へば，ストプ・ウォチは5分間以内（もっ

と嚴密に言へば3分間以内）の時間を測る装置である．例へば，自分は，掩蔽
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の観測をする時，観測室で第一燭を観察し，ストプ・ウォチの頭部を押へるや否

や，成るべく速く（馳け出したりして，時計に振動を與へない程度に）標準時

計の室へ行って，標準時計の何分“0秒”の時，ストプ・ウォチの針を止める一一

といふ風にするのであって・大低は2分間以内に，仕事は濟んで了ふ・このス

Fプ・ウォチを用ひる前は，クロノメ1タを毎度々々槻測室に運搬することにし

てみたのだが，その螢が省けるやうになって，極めて好都合である．

　時計には，すべて歩みの速い逞いといふ問題がある．普通一般の紅會人は，

時計屋から買って來たばかりの時計で，チャンと信頼し得るものだと三ってる

る人が多いが，これはトンでも無い蹴暴さだ．：夏となく，冬となく，又，書と

なく，夜となく，時計は天艦に比べて！’進み過ぎたり，遅れ過ぎたりする．從

って，この時計の歩みをチェクするためには，正式に言へば，維えす天艦槻測

（子午儀にまって）をしなければならないのだが，之は二軍には讐行出來なV・．

しかしヂ今はラヂオや無心の幸艮時放邊があるから，之を二二すれば，十分の一

秒内外の精確さは知れる．從って，天文槻富者は，常に此の報時を聞いて，標

準時計と比較を怠ってはならない．

　侮，時計について，いろいろ書きたV・ことは，澤山あるけれど，こSでは先

づ，“標準時計といふものを特に定めて置くこと”といふ一つの御注意に止め

て置く．

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　今年の天文年鑑（天界259號）は，昨年申に面心な天文暦が入手出來なかった

故に，種々苦心したに拘らす，誤りが少からずあって恐縮である．その中で，

こS　ktxl特に一言して置きたいのは（譲者の大油島には興味が無いととだら●

うが）イ1スタの日附けである．イ1スタは，通俗には“春分の次ぎの満月の

次ぎの日曜日”と定められてあるtそれで，孤軍に1943年のイ1スタとして，

三月28日と書V・て了つたのだったが，あとから考へ直して見て，之は大回二二

であったと後悔し，取り敢へす第260旧記76頁に訂正したのであった．三際ジ

今年は

　　　　　春　　　分　　　が　　　三月21日12時…03分（世界時）

　　　　　急ぎの孤月が　　三月21日22痔08分（〃）

　　　　　その次ぎの日曜日が　　　三月28日

であるから，イ1スタは此の三月28日で宜いわけであるのだが，實は此の・イi

スタの日附けは，ロマ法王聴の天文二者の手によって，微百年も前にチャンと

永い將來まで定． ﾟられてあって，今年は，それが四月25日となってみる．とれ

は叉特別に種々な“いきさつ”があるのだが，キリスト教の専門雑誌でもない

から，藪には省いて置く．しかし，かうした例は暦學上にはよく在ることであ
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る．元々，やはり嚴密な天骨一覗測上の原則から定められたものであるが，観測

技術が繰る程慶に進歩して，天禮運行の週期などが一慮公認さ、れて了うと，そ

れから後は，．この公認の廻期のみに依存して，観測とは無關係に，机上の計算

のみから先きの先さまで暦日が算定されて了うととは東洋にも西洋にも屡・々あ

ることである．ユリウス暦と天象とが10日とすれて了って，1582年にグレゴリ

麻に改められたり，叉，我國や支那でも計算上の暦が屋々天象から離れ，それ

が改暦の動機となった場合が多い，とにかく，今日，イiスタの定め方は，天

龍観測と全く無關係な机上の汐則になって了ってみるのである．勿論，天燈と

甚だしく違ってみるのでないから，普通の年は普通の方法で宜V・のであるがi

今年のやうな特別な珍しい軍は岡題となるのである．

蟹日照の偏光度ee
Observation　oL”　Polarization　of　Counter－glow．
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　この篇，故理學博士2ド山清次先生の御嬢に詰る．英丈原稿を先生の御詐に途り，帝

國學士院に御登表を乞ひし直後，御登病御入院となり，井本進氏と，北海道日食観測

直後，御見舞に参上せし際は，種々御訓話賜はり，その中，内容に就いて質問ぜし土，

學士院に紹介ぜんとのことなりしが，遂に先生の御他界となりたり．よって本誌に獲

表することとぜり．

　フk晶球一双レンズに，軸は東西と南北に置けるZeissのHerotar偏光板を

併用したる偏光篤眞機にて，封日払を撮影せり．乾板は，特殊富士汎色乾板な

り．1942年十月中り十一一月に亘る聞，3蕾め機會ありたり．

　その一例として次を掲ぐ．

　　　　　　一1…　yFll・日，罫引・時15分ん・時・5分｛雑1身、50分

　　　　　　離角　17go

　2板の導引の黒さを，光電池と，ミリヴ。ルト計とにて測り，偏光度として，

0．045を得たり．偏光振動は太陽鉛直面に垂直なりき．仰角は約80Gなり．客出

に回りては，機械を廻軽して，封日照の移動を追へり．
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